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激増する温室効果ガス排出量7

原子力発電所の停止に伴い、発電分野において温室効果ガスの排出量が多い化石燃料への依存度を高めることは、

コスト面だけでなく、我が国の地球温暖化問題への対応についても困難をもたらしています。

例えば、2012年度のエネルギー起源の二酸化炭素排出量についてみると、一般電気事業者以外においては東日

本大震災前の2010年度と比べて27百万トン（率にして3.6％）減少している一方で、一般電気事業者においては

112百万トン（同29.9％）増加しており、我が国の二酸化炭素排出量は全体として85百万トン（同7.5％）増加

しています。

今後も世界全体での二酸化炭素排出量が増加することが予測される中、これまで国際的な地球温暖化対策を

リードしてきた我が国の姿勢が問われかねない状況となっています。

我が国の温室効果ガス排出量の推移

日本の温室効果ガス排出実績（環境省）、電気事業連合会「電気事業における環境行動計画」（2009年度版から2013年度版）を基に作成(出典)

出典：資源エネルギー庁「平成25年度エネルギーに関する年次報告」（エネルギー白書）

参考HP：日本のエネルギー事情のいま、をお伝えします＞ http://www.fepc.or.jp/theme/now_energy/japan_energy_01.html
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